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令和５年長審第１１号 

裁    決 

モーターボートＡ乗揚事件 

 

  受  審  人  ａ 

    職  名 Ａ船長 

    操縦免許 小型船舶操縦士 

 

 本件について、当海難審判所は、理事官川西篤史出席のうえ審理し、

次のとおり裁決する。 

 

主    文 

 

 受審人ａの小型船舶操縦士の業務を１か月停止する。 

 

理    由 

 （海難の事実） 

１ 事件発生の年月日時刻及び場所 

 令和４年６月１５日１７時５５分少し過ぎ 

 福岡県大牟田港 

２ 船舶の要目 

  船 種 船 名 モーターボートＡ 

  総 ト ン 数 ２.６２トン 

  登 録 長 ８.１０メートル 

  機 関 の 種 類 ディーゼル機関 

   出    力 ２９キロワット 
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３ 事実の経過 

  Ａは、昭和５５年８月に進水し、操舵区画を船体やや後方に配した

ＦＲＰ製小型兼用船で、魚群探知機能を併せ持ったＧＰＳプロッター

３台を搭載し、ａ受審人が１人で乗り組み、知人１人を乗せ、釣りの

目的で、船首０.３メートル船尾１.２メートルの喫水をもって、令和

４年６月１５日０６時３０分大牟田港内大牟田川河口左岸付近の船だ

まりを発し、福岡県三池港に寄って釣り餌を購入したのち、同港南方

沖合の釣り場に向かった。 

  ところで、ＡのＧＰＳプロッターは、センサーが右舷船尾部外板の

海面下約０.３メートルのところに取り付けられており、同センサー

から海底までの距離を水深として表示するものであった。 

  また、前示船だまりは、大牟田新港と呼称され、最大潮差が約  

５.５メートルとなる大牟田港内の２メートル等深線に囲まれた掘り

込み式港で、南西方に開口し、同開口北側には南西方に向かって約 

４０メートル延びる防波堤が築造され、同防波堤先端から南西方約 

４７０メートル沖合までの海域に、のり養殖に使用される支柱（以下

「コンポース」という。）約１３本がほぼ直線となるように設置され、

コンポースに沿って５メートルないし１０メートルの幅で海底が掘り

下げられたことがあったことから、ａ受審人が、出入航する際、同コ

ンポース付近を水路（以下「水路」という。）として利用していた。 

  そして、ａ受審人は、水路が、掘り下げられた後の土砂の堆積によ

り一様の水深となっておらず、大牟田港の低潮時の前後２時間半以内

では浅所が生じることを承知しており、発航に先立ち、同日が大潮に

当たること及び午後の低潮時刻が１５時４２分であることを確認し、

親族の仕事を手伝うと約束をした１９時に間に合わせるため、１３時

頃に帰港する計画を立てていた。 
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  ａ受審人は、０７時０５分前示釣り場に至って釣りを開始し、その

後三池港南西方沖合の釣り場に移動して釣りを続け、１２時３０分帰

途に就く予定時刻となったとき、釣果が芳しくない同乗者から頼まれ

て釣りを続行することとし、１７時００分同人が釣果に満足したので

釣りを終え、１７時３０分同釣り場を発進して帰途に就いた。 

  ａ受審人は、１７時５１分半少し前大牟田港灯台から２３４度（真

方位、以下同じ。）１,５６０メートルの地点で、針路を０６６度に

定め、１０.０ノットの速力（対地速力、以下同じ。）で、手動操舵

によって進行した。 

  定針したとき、ａ受審人は、水路付近に干潟が残っているのを認め、

通航に十分な潮位に達しておらず、入航を続けると水路の浅所に乗り

揚げるおそれがあることに気付いたが、これまでも通航に十分な潮位

となる前に水路に入り、水路の途中で待機したことがあったので、前

回待機していた場所までは無難に航行できるものと思い、入航を中止

して安全な海域で待機するなど、通航に十分な潮位となる時を待たな

かった。 

  こうして、ａ受審人は、１７時５３分少し過ぎ大牟田港灯台から 

２２６度９８０メートルの地点に至り、機関を中立運転として減速を

開始し、水路の浅所に向首続航し、待機の目的で停止したことのある

場所付近に達して機関を後進にかけ、１７時５５分少し過ぎ大牟田港

灯台から２０６度５２０メートルの地点において、Ａは、原針路のま

ま、０.３ノットの速力となったとき、水路の浅所に乗り揚げた。 

  当時、天候は晴れで風力２の南西風が吹き、潮候は上げ潮の初期に

当たり、視界は良好であった。 

  乗揚の結果、船底外板に破口及びプロペラ軸に曲損等を生じ、のち

廃船処理された。 
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 （原因及び受審人の行為） 

 本件乗揚は、大牟田港において、上げ潮の初期、大牟田新港に向けて

入航する際、通航に十分な潮位となる時を待つことなく、水路の浅所に

向首進行したことによって発生したものである。 

 ａ受審人は、大牟田港において、上げ潮の初期、大牟田新港に向けて

入航中、水路付近に干潟が残っているのを認めた場合、通航に十分な潮

位に達しておらず、入航を続けると水路の浅所に乗り揚げるおそれがあ

ったから、同浅所に乗り揚げることのないよう、入航を中止して安全な

海域で待機するなど、通航に十分な潮位となる時を待つべき注意義務が

あった。しかるに、同人は、これまでも通航に十分な潮位となる前に水

路に入り、水路の途中で待機したことがあったので、前回待機していた

場所までは無難に航行できるものと思い、通航に十分な潮位となる時を

待たなかった職務上の過失により、水路の浅所に向首進行して乗揚を招

き、船体に損傷を生じさせ、廃船させるに至った。 

 以上のａ受審人の行為に対しては、海難審判法第３条の規定により、

同法第４条第１項第２号を適用して同人の小型船舶操縦士の業務を１か

月停止する。 

 

 よって主文のとおり裁決する。 

 

   令和６年１月３１日 

     長崎地方海難審判所 

          審 判 官  八  田  一  郎 

 

 


